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現状と課題 

（スポーツ推進計画（第１期）から顕在化している課題）  

① スポーツ実施率は（第１期計画策定時から）増加傾向も、国の増加傾向に

比べて伸びが緩やか  

●スポーツ実施率の経年比較 

令和 6年度のスポーツ実施率は 41.4%を示し、前計画の策定時 40.5%から 0.9ポイン

ト上昇しました。岐阜県および全国の経年変化の状況と比較すると、岐阜県は平成 27年

度から令和 5年度で 10.4ポイント、全国は平成 27年度から令和 5年度で 11.6%増加し

ており、これらと比べて各務原市は緩やかな増加となっています。 

 
※スポーツ実施率は、週に１日以上の運動・スポーツをする 20歳以上の人の割合として算出。 

※各務原市の値において、平成 28年度、平成 30年度、令和 3年度、令和５年度の値は 18歳および 19

歳を含んだ値であり、令和 6年に実施したスポーツ推進に関するアンケート結果とは集計方法が異なる

とともに、設問も異なることから単純集計はできない。 

※スポーツ実施率は、各自治体が策定するスポーツ計画における指標として数多く選択されているが、住

民にアンケート調査をする際のスポーツの定義にばらつきがある。スポーツだけでなく、軽い運動や身

体を動かすレクリエーションを含む事の言及の有無により回答が左右されるため、自治体間の単純な比

較は留意が必要となる。 

 
各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

岐阜県 第 2期 清流の国ぎふスポーツ推進計画 

令和 4～５年度「清流の国ぎふ」創生総合戦略実施状況報告書 

全国 令和 5年度｢スポーツの実施状況等に関する世論調査｣ 

 

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

全国 40.4 42.5 51.5 55.1 53.6 59.9 56.4 52.3 52.0

岐阜県 41.4 48.2 47.6 48.6 43.7 33.8 46.2 49.1 51.8

市 40.5 45.1 44.7 45.2 42.9 41.4

40.4
42.5

51.5

55.1

53.6

59.9 56.4

52.3
52.0

41.4

48.2
47.6

48.6

43.7

33.8

46.2 49.1

51.8

40.5

45.1

44.7
45.2

42.9

41.4

30

40

50

60

（％）

資料２ 
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② 各務原市がスポーツと健康づくりを推進している事について、市民のイメ

ージが希薄 

 

●各務原市はスポーツと健康づくりを推進するまちであると思っている人の割合 

令和 6年度に実施したスポーツ推進に関するアンケート結果をみると、「各務原市はス

ポーツと健康づくりを推進するまちである」という問いに対して、「そう思う」の割合は

5.5%、「どちらかといえばそう思う」の割合は 19.0%となっています。また、「どちら

ともいえない」と回答している人の割合が６割近くとなっています。 

 
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 
 

  

そう思う
5.5%

どちらかといえ

ばそう思う
19.0%

どちらともいえない
59.6%

どちらかといえばそ

う思わない 7.7%

そう思わない 6.3%

無回答 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない
どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

思わない 14.0%思う 24.5%
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③ １ 子ども（小中学生）は、「ほかにしたいことがあるから」が増加し、

「運動やスポーツに興味がないから」の回答も多く、スポーツへの関心・

関わりの低下が顕著  

 

●スポーツをしない理由 

「スポーツをしない」と答えた 157人に理由を聞いたところ、「運動やスポーツに興味

がないから」が最も多く、次いで「ほかにしたいことがあるから」となっています。一方

で、平成 27年と比較すると、「勉強に影響するから」「勉強や習い事で忙しいから」と

いう回答が減っています。 

令和６年 

 
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（小・中学生向け） 

 

平成 27年 

 

資料：各務原市 平成 27年 スポーツ推進に関するアンケート結果（小・中学生向け） 

45.2%

14.0%

42.7%

17.8%

5.7%

14.0%

7.6%

20.4%

7.6%

0% 20% 40% 60%

運動やスポーツに興味がないから

運動やスポーツをする場所がないから

ほかにしたいことがあるから

一緒にする仲間がいないから

教えてくれる人がいないから

勉強や習いごとでいそがしいから

家の都合がつかないから

自分のやりたい運動やスポーツの部活動・

クラブ・教室がないから

その他

（n=157）

45.3%

25.0%

7.8%

14.1%

26.6%

7.8%

43.8%

7.8%

0.0%

14.1%

0% 20% 40% 60%

運動が苦手だから

身体が疲れるのが嫌だから

汗をかきたくないから

時間がないから

スポーツをする場所がないから

好きなスポーツがないから

勉強に影響するから

ほかのことがしたいから

その他

不明・無回答

（n=69）
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③ 2. ホッケーについては、日本代表の選手、コーチからの指導が要望され

ている 

 

●日本代表の選手やコーチのもとでホッケーを体験してみたいと思っている人の割合 

本市では、ホッケー競技が盛んであり、オリンピックなどの国際的な大会に選手やコー

チが出場しています。トップレベルの選手や指導者からホッケー指導を受けられる体験へ

の参加意向については、「ぜひ体験してみたい」「どちらかといえば体験したい」が５割

を超えており、平成 27年と比較しても増加していることから、本市ならではのスポーツ

機会の創出を検討する必要があります。 

 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（小・中学生向け） 

各務原市 平成 27年 スポーツ推進に関するアンケート結果（小・中学生向け） 

 

 

 

  

21.9%

19.3%

27.3%

19.8%

15.3%

19.9%

21.6%

19.4%

22.4%

19.8%

17.2%

33.4%

25.3%

34.0%

23.9%

32.5%

27.1%

32.1%

24.2%

34.9%

27.0%

24.1%

23.1%

24.1%

20.6%

23.5%

26.1%

26.1%

26.0%

26.3%

20.2%

23.5%

24.1%

21.6%

24.6%

18.0%

24.9%

26.1%

25.1%

20.3%

23.9%

22.5%

26.3%

34.5%

0.0%

6.7%

0.0%

7.9%

0.0%

1.8%

0.0%

6.2%

0.0%

3.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6合計(n=1682)

H27合計(n=601)

R6小学５年生(n=931)

H27小学５年生(n=293)

R6中学２年生(n=751)

H27中学２年生(n=291)

R6男性(n=813)

H27男性(n=289)

R6女性(n=840)

H27女性(n=293)

回答しない(n=29)

ぜひ体験してみたい どちらかといえば体験したい 体験したくない わからない 無回答
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④ 高齢者のスポーツ参加者はコロナ前の水準に戻っておらず、昨今の夏季の

猛暑も屋内外のスポーツ活動の支障となっている 

 

●高齢者スポーツ大会参加者数 

高齢者のスポーツについては、各地でウォーキングやグラウンド・ゴルフなどが行われ

ています。また、令和 4年度からは「運動で筋力づくり」や「外出と交流」を目的とした

フレイル予防ウォーキングを開始しました。令和５年度の参加者数は 800人となってお

り、増加傾向にあります。一方で、ペタンクを除き、コロナ禍以降、参加者数が戻りきっ

ていない状況です。 

（単位：人） 

 

資料：高齢福祉課 

 

●高齢者のスポーツに関する諸団体の意見（抜粋） 

・シニアクラブの会員が減少している。 

・生涯スポーツができる、移動手段も含めた環境整備が必要。 

・高齢者から新しいスポーツに取り組むのは負担でもあり、取り組みやすい軽スポーツ

を楽しんでもらう。 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（団体向け） 

 

●スポーツ施設に関する諸団体の意見（抜粋） 

・老朽化への対応が必要（空調、バリアフリー対応等）。 

・他団体、学校の部活動等と利用が被り、使いにくい時がある。 

・市内外で利用料金を区分けし、市内在住者・団体外で利用しやすい環境整備が必要。 

・夏季の猛暑への対応が必要。 

・スポーツ施設の数が不足している。 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（団体向け） 

 

  

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

グラウンド・ゴルフ 534 543 538 532 未実施 未実施 492 44

クロッケー（１チーム５名） 575 575 575 575 未実施 未実施 未実施 240

クロリティー（１チーム５名） 480 480 480 480 未実施 未実施 未実施 未実施

ペタンク（１チーム３名） 144 144 144 144 144 144 144 144

フレイル予防ウォーキング - - - - - - 598 800

合計 1,733 1,742 1,737 1,731 144 144 1,234 1,228
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⑤ スポーツをしない人が４割を占め、さらに障がいを持っている人はその割

合が増えることから、誰もがスポーツに触れられる仕掛けが必要  

 

●障がいの有無とスポーツ実施率 

令和 6年度に実施したスポーツ推進に関するアンケート結果をみると、「自身が障がい

を持っている」「家族が障がいを持っている」と答えた人は、「自身も家族も障がいを持

っていない」と答えた人と比較して週に１日以上スポーツを行っている割合が低くなって

います。 

 
※自身が障がいを持っている（n=32）は 10歳代を含む 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 

●障がい者スポーツのための施設整備や専用備品等の充実が必要だと思う人の割合 

 
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

8.0%

9.4%

4.8%

8.0%

週に５

日以上

9.2%

6.3%

10.1%

週に３

日以上

11.0%

9.4%

9.5%

10.8%

週に２

日以上

13.5%

15.6%

15.9%

13.3%

週に１日

以上

7.7%

7.9%

8.6%

月に

１～３日

4.6%

6.3%

4.9%

３か月に

１～２日

5.1%

15.6%

6.3%

4.4%

年に１～

３日

39.4%

46.9%

38.1%

39.5%

スポーツは

しない

0.9%

3.1%

3.2%

0.4%

わからない

0.8%

0.0%

1.6%

0.0%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=653)

自身が障がいを持っている(n=32)

家族が障がいを持っている(n=63)

自身も家族も障がいを持っていない(n=526)

週１日以上 34.4%

週１日以上 36.5%

週１日以上 42.2%

週１日以上 41.7%

必要だと思う

58.0%

必要だと思う

45.8%

やや必要だと思う

31.2%

やや必要だ

と思う

19.8%

あまり必要だ

と思わない

3.8%

あまり必要

だと思わな

い 2.7%

必要だと

思わない

2.1%

必要だと

思わない

3.5%

無回答

4.7%

無回答

28.2%

R6(n=653)

H27(n=662)
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●障がい者スポーツに関する意見（抜粋） 

【市民】 

・障がい者のスポーツに対応しているクラブや同好会などが無い、もしくは気が付かな

い。障がい者に向けたスポーツイベントや啓発を行って欲しい。 

・小学生、中学生、高校生、障がい者が参加しやすいスポーツ活動があればボランティ

アしやすい。 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

【諸団体】 

・障がい者向けの施設のバリアフリー対応が必要。 

・障がい者スポーツの指導者の育成とサポート体制が課題。 

・障がい者向けのスポーツのＰＲが必要。 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（団体向け） 

 

●第２回かかみがはらスポーツ推進計画策定委員会の意見（抜粋） 

・障がい者スポーツを市民が知る機会が必要。パラリンピックのような大規模なもので

はない、身近なスポーツへの認知を高めることも必要。 

資料：各務原市 かかみがはらスポーツ推進計画策定委員会の意見 
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⑥ 各務原市で行われるスポーツに関する様々な情報の認知が不十分であり、

若年層も含めた認知度の向上が必要  

●各務原市のスポーツに関する情報の入手先 

各務原市で行われるスポーツ情報の周知と市民の情報収集の現状については「広報かか

みがはら」が最も多く、「回覧板や掲示板」が続きますが、「特に入手していない」も

36.0%と比較的高い値を示しています。 

市民が求めるスポーツ情報の周知方法については「広報紙、フリーペーパー等」が

66.9％と最も多く、「市のホームページに掲載」が 36.6％、「市の公式 LINE」が

21.1%、「メール配信（携帯やＰＣへ）」が 16.5％となっています。平成 27年と比較す

ると、依然として「広報紙、フリーペーパー等」が多い一方で、ホームページや LINE、

メールといったデジタルコンテンツによる情報提供の需要の高まりをみることができま

す。 

  
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

各務原市 平成 27年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 

 

 

 

 

 

53.0%

9.3%

19.4%

10.4%

2.5%

1.4%

5.5%

2.9%

4.0%

36.9%

0.6%

1.7%

50.6%

5.4%

20.7%

10.1%

2.0%

1.2%

3.0%

7.7%

34.4%

0.5%

6.6%

0% 20% 40% 60%

広報かかみがはら

市のホームページ

回覧板や掲示板

知人・友人からの紹介・誘い

学校（先生や掲示物など）

学校外のクラブ活動

インターネット

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

市の公式LINE

特に入手していない

その他

無回答

R6(n=653) H27(n=662)
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●各務原市のスポーツ・健康に関する広報や情報提供の方法でよいと思うもの 

  

※「市の公式 LINE」は令和６年調査での新規追加項目 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

各務原市 平成 27年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 

  

16.5%

66.9%

36.6%

21.1%

2.9%

3.4%

5.0%

66.9%

12.4%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80%

メール配信（携帯やPCへ）

広報紙、フリーペーパー等

市のホームページに掲載

市の公式LINE

その他

無回答

R6(n=653) H27(n=662)
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⑦ スポーツの指導者、スポーツボランティアが不足しており、新たな担い手

も十分に確保ができていない  

●運動やスポーツをする際、指導してくれる人がいる人の割合 

市民がスポーツをする際、指導者の有無については「いる」が 14.7％となっていま

す。一方で、「いない、いると嬉しいが探す方法が分からない」と答えた人が 43.2％と

なっており、潜在的には指導者が欲しいと思っている状況であることが分かります。 

 

令和６年  

  

平成 27年 

 
 

指導者を必要とする人 

・いる（令和６年、平成 27年） 

・いない、いると嬉しいが探す方法が分からない（令和６年） 

・いない、いると嬉しい（平成 27年） 

指導者が必要でない人 
・いない、必要ない（令和６年、平成 27年） 

・いない、知る方法がない（平成 27年） 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

各務原市 平成 27年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 

 

 

いる

14.7%

いない、いると嬉しいが

探す方法が分からない

43.2%

いない、必要ない

37.2%

無回答 4.9%

R6(n=653)

いる

18.4%

いない

いると嬉しい

32.9%

いない

必要ない

27.3%

いない

知る方法がない

11.2%

不明・無回答

10.1%

H27(n=662)



11 

 

 

●スポーツ・運動に関するボランティア活動への参加状況（1年以内） 

スポーツボランティア活動については、82.8％が「行っていない」と答えています。

一方で、ボランティア活動を通じて「自分の好きなスポーツの普及ができる」ことや、

「出会い・交流の場」があることなどの要素があれば、参加したいと考えている割合が高

いことがうかがえます。 

 
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 
●スポーツの指導者に関する諸団体の意見（抜粋） 

・指導者不足・高齢化が常態化しており、若い指導者が不足している。 

・指導者としての資質が足りない人がいる。 

・部活動の地域移行に伴い、指導者を配置するためには費用が掛かるため援助も必要と

なる。 

・大学等から指導者の派遣を求めたい。 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（団体向け） 

●第２回かかみがはらスポーツ推進計画策定委員会の意見（抜粋） 

・ボランティアの不足、指導者・担い手不足が顕在化。 

資料：各務原市 かかみがはらスポーツ推進計画策定委員会の意見 

 

2.3%

4.0%

2.5%

3.8%

6.9%

82.8%

0.9%

4.4%

2.4%

3.6%

3.0%

3.5%

6.2%

0.9%

78.5%

0.8%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツ・運動の指導

スポーツ大会等の審判・役員・スタッフ

スポーツイベント等の運営協力

団体・クラブの運営や世話

子どものスポーツへの協力

障がいのある人のスポーツへの協力

行っていない

その他の活動

無回答

R6(n=653) H27(n=662)
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⑧ スポーツ施設は利用者数は減少、満足度が低下。特に深刻化する猛暑対

策、設備の不具合への対応、施設予約の利便性の向上も求められている  

 

●主なスポーツ施設の利用状況 

主なスポーツ施設の利用状況をみると、全体の利用者数はコロナ禍で減少したものの、

回復傾向にあり、令和 5年度では年間延べ約 75万人となっています。また、令和 5年度

のスポーツ施設の利用シェアをみると、総合体育館が 22.1%で最も高く、次いで総合運動

公園(18.9%)、市民プール(12.1%)、スポーツ広場(9.6%)、桜体育館(5.8%)となっていま

す。 

（単位：人） 

 

資料：スポーツ課 

 

●スポーツ施設に関する諸団体の意見（抜粋） 

・老朽化への対応が必要（空調、バリアフリー対応等）。 

・他団体、学校の部活動等と利用が被り、使いにくい時がある。 

・市内外で利用料金を区分けし、市内在住者・団体外で利用しやすい環境整備が必要。 

・夏季の猛暑への対応が必要。 

・スポーツ施設の数が不足している。 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（団体向け） 
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●市内公共スポーツ施設の全体的な満足度について 

「市内公共スポーツ施設における満足度調査」の結果をみると、現状の施設について、

全体的な満足度は「とても満足」が 14.1％「概ね満足」が 39.7%で合わせて 53.8%とな

っています。施設別にみると、屋外施設では「とても満足」と「概ね満足」が合わせて

49.5％、屋内施設では「とても満足」と「概ね満足」が合わせて 54.5％となっています

が、平成 27に比べて低下しています。 

 

令和６年 

 
資料：各務原市 令和６年 スポーツ推進に関するアンケート結果（施設利用者向け） 

平成２７年 

 
資料：各務原市 平成 27年 スポーツ推進に関するアンケート結果（施設利用者向け） 

 

14.1%

13.5%

13.8%

とても満足

39.7%

36.0%

40.7%

概ね満足

34.2%

28.1%

37.1%

普通・どちら

ともいえない

9.0%

13.5%

7.2%

やや不満

2.1%

4.5%

0.6%

とても不満

2.1%

4.5%

0.6%

無回答

全体(n=284)

屋外施設 全体

(n=89)

屋内施設 全体

(n=167)

満足 53.8%

満足 49.5%

満足 54.5%

22.1%

24.4%

17.4%

とても満足

62.4%

61.2%

64.9%

概ね満足

10.1%

8.3%

13.6%

やや不満

1.6%

1.7%

1.5%

不満

3.8%

4.4%

2.6%

不明・無回答

全体(n=793)

屋外施設 全体

(n=528)

屋内施設 全体

(n=248)

満足 84.5%

満足 85.6%

満足 82.3%
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●公共スポーツ施設に対する要望について 

公共スポーツ施設に対する要望としては「初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事の

充実」や「利用手続き、料金の支払い方法等の簡略化」が多くなっています。 

 

資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 

 

  

18.4%

37.8%

37.7%

24.2%

26.8%

22.4%

13.6%

20.7%

11.0%

14.2%

16.5%

3.5%

3.2%

36.1%

6.2%

18.0%

16.8%

13.6%

10.1%

15.9%

7.9%

9.1%

3.0%

7.1%

19.2%

3.2%

10.0%

0% 20% 40%

身近で利用できる施設の増加

指導者の配置

初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事の充実

利用手続き、料金の支払い方法等の簡略化

利用時間帯の拡大（早朝、夜間等）

利用案内等の広報の充実

高齢者や障がい者に配慮した施設整備

アフタースポーツのための施設（レストラン等）の充実

健康やスポーツに関する情報の充実

託児施設の充実

多目的トイレの充実

特にない

その他

無回答

R6(n=653) H27(n=662)
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⑨ 各務原市は愛知・名古屋 2026 アジア競技大会のホッケー競技の開催は、

国際交流、スポーツに関わる機会を増やすきっかけとなるため、その機会

を最大限に活用していく必要がある 

 

●「川崎重工ホッケースタジアム（岐阜県グリーンスタジアム）」がホッケーの会場とな

る予定であることを知っている人の割合 

「川崎重工ホッケースタジアム（岐阜県グリーンスタジアム）」がホッケーの会場とな

る予定であることを知っている人は 19%と十分に認知されていない状況です。 

  
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

 

●愛知・名古屋 2026アジア競技大会に向けて期待すること 

愛知・名古屋 2026アジア競技大会に向けて期待することをみると、「地域のスポーツ

イベントの活性化、スポーツ関連施設の有効活用」が 19.9%を示しています。 

 
資料：各務原市 令和 6年 スポーツ推進に関するアンケート結果（一般向け） 

19.0% 77.6% 3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

12.9%

19.9%

9.3%

8.3%

7.5%

5.2%

8.0%

2.9%

7.2%

4.9%

10.1%

15.5%

4.9%

21.7%

29.2%

2.1%

5.5%

0% 20% 40%

競技力向上、コーチ・トレーナー等サポート人材の育成・確保

地域のスポーツイベントの活性化、スポーツ関連施設の有効活用

国際的大会、国際親善試合の招致・育成、トレーニングキャンプ等の誘致

アジアのアスリートの受入れ、アスリート・指導者等によるアジアとの交流

大会ＰＲと併せた愛知の魅力発信、アジアからの来訪者向けツアーの造成

スポーツツーリズムの推進、文化芸術イベントの展開

案内機能・多言語対応の充実、多様な文化・宗教への配慮

アジアの課題解決に貢献するビジネスの展開の推進

アジアにおける県内生産物の販路拡大、県内企業のアジア展開の促進

外国人留学生の地域での活躍促進、外国人県民の地域定着、キャリア…

ボランティア人材の確保・育成

アジア各国との交流・友好の促進

国際理解教育の推進、国際人材を目指したキャリア教育

分からない

特にない

その他

無回答
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⑩ 各務原市にゆかりのあるホッケー選手の活躍を契機として、ホッケーをは

じめ、その他の競技スポーツのレベルの底上げが必要 

 

●全国大会・国際大会への参加件数および参加人数 

本市はホッケー競技が盛んであり、ホッケーチームのレベルも高い水準を維持していま

す。また、オリンピック出場経験を持つ選手や日本代表選手・コーチも多く輩出してお

り、スポーツ少年団から中学、高校、大学生までの各世代において、世界大会を見据えた

さらなる競技の振興と競技レベルの向上を目指しています。 

ホッケーを含む全競技においては、令和 5年度では 432人が全国大会に出場してお

り、本市には多くの競技者が在住しています。 

 

＜件数＞ 

（単位：件） 

 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

全国大会 111 100 114 111 20 52 105 124 

国際大会 15 7 9 6 1 9 9 11 

資料：スポーツ課 

 

＜参加人数＞ 

（単位：人） 

 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

全国大会 430 397 462 511 170 269 374 432 

国際大会 28 22 40 14 1 24 15 29 

資料：スポーツ課 

 

 


